
「舞姫」 が私たち に教えて いること  

 

私がこの テーマを 選んだ理 由は次の 通りであ る。  

最初にこ の作品を 読んだ時 、豊太郎は とても優 柔不断で 人に流さ れやすい 性格だと 思った 。

そういう 面で自分 に似てい るところ があると 思い、ハ ッピーエ ンドでは ないこの 作品 だ か

らこそ何 か学べる 物がある のではな いかと感 じたので このテー マを選ん だ。  

 

結論とし て、舞姫 が私たち に教えて いること は「自分 の意志で 決断する ことの大 切さ」だ 。 

このこと について 二つの観 点から説 明する。  

 

一つ目は 、立身出 世と関連 する豊太 郎の言動 からだ。  

社会が大 きく変動 した明治 時代には 、自分の 能力によ って上の 階級にの し上がる こと が 可

能になっ た。必要 なのは新 時代の知 識・学問 であり、 そうした 修養によ って地位 を得 る こ

と（立身 出世）は 価値のあ る行為だ とされて いた。豊 太郎の「 我が名を 成さんも 、我 が 家

を興さん も、今ぞ と思ふ」 という言 葉から、 彼にとっ て立身出 世が大き な夢だっ たこ と が

わかる。  

だがドイ ツに行っ てから、 自分が今 まで進ん できた道 、進んで いく道に 疑問を持 ちは じ め

る。自分 は器械的 に人に定 められた 道を進ん でいるの ではない かと感じ たのだ。 それ か ら

自分の好 きなよう に行動し た結果、 仕事をく びになっ てしまっ た。「政 治社会に 出で ん の

望みは絶 ちし」と 言ってい ることか ら、一旦 立身出世 を諦めた ことが読 み取れる 。  

しかし相 沢と再開 し、天方 と出会っ たことで 再び立身 出世のチ ャンスが 訪れた。 相沢 に エ

リスと別 れ、出世 の道に戻 るべきだ と言われ た時、豊 太郎は迷 った。元 の道に戻 って も 幸

せが保証 されてい るわけで はないし 、エリス の愛も捨 て難かっ たからだ 。豊太郎 は地 位 も

愛も両方 欲しかっ たんだと 思う。そ して自分 がどうし たいかで なく、ど うするこ とが 自 分

にとって 一番有益 なのかと いうこと しか考え ていなか ったのだ ろう。だ から決断 出来 な か

ったんだ と思う。 その結果 、立身出 世の面で はいい方 向に向か ったかも しれない が、 エ リ

スはパラ ノイアに なり、そ の原因で ある大切 な友人の 相沢を憎 むことに なってし まった。  

 

二つ目に 豊太郎の 器械的な 性格とい う観点に 着目して 説明する 。  

先ほど述 べたよう に、豊太 郎はドイ ツに行っ てから自 分が器械 的な人間 であると いう こ と

をだんだ ん自覚し 始めた。 今まで官 長・母親 の思い通 りで、都 合のよい 人間とさ れて い た

のだと否 定的に考 えている 。そして 官長への 手紙の内 容も反抗 的なもの になって いっ た 。

このこと から、こ れ以上器 械的な人 間にはな りたくな いと思っ ているこ とがわか る。  

しかし、 この決意 も人間関 係の中で は簡単に 壊れてし まう。相 沢・天方 にものを 頼ま れ た

時に豊太 郎は断れ ずに即座 に承諾し ている。 その理由 を、信用 した人に 突然何か を頼 ま れ



ると、先 のことも 考えずに 承諾して しまうか らだと言 っている 。そこに は豊太郎 の意 志 は

ない。結 局は器械 的な人間 になって しまった 。豊太郎 自身もそ れを後悔 している 。自 分 で

器械的な 人間にな ってはい けないと 思いなが らも、決 断できな いせいで そうなっ てし ま う

ところに 豊太郎の 弱さがあ ると感じ た。  

 

決断をす ることで 失ってし まうもの はあるか もしれな い。しか し決断で きず流さ れる ま ま

でいれば 、大切な ものを失 うだけで はなく、 自分の行 動に対す る後悔が より大き くな っ て

しまうと 感じた。  

この舞姫 は、そう ならない ためには 「自分の 意志で決 断するこ と」が大 切だとい うこ と を

教えてく れている と思う。  
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